
第２期福島県復興計画 別冊
重点プロジェクトの取組内容と主要事業

[R7年度版]

福島県

A 「風評払拭に向けた県産農林水産物のブランド力強化の取組」
「福粕花(ふくはっか)」 福島牛のトップランナーであり、県畜産物をリードする存在として2024年12月に
デビューしました。ふくしまが誇る地酒の酒粕を飼料として与えていることから、「福粕花（ふくはっか）」
と名付けました。やわらかく、甘みが強い、ジューシーな、ふくしまが誇る新しいブランドです。
B 川内村「川内村の復興に向けた取組」
「かわうちワイナリー」 川内村では、震災復興･新たな農業への挑戦･地方創生の取組として、地元で
栽培収穫したぶどうを使ったワイン造りに取り組んでいます。2021年に完成した「かわうちワイナリー」
は、新たな特産品のワイン造りにとどまらず、施設を核として村の産業振興、関係人口の増加、さらに
は移住・定住の促進を目指しています。
C 飯舘村「飯舘村の復興に向けた取組」
「いいたて移住サポートセンター【 3ど°】」 “いいたての暮らしをつなぐステーション”が2024年5月に
オープンしました。愛称の【 3ど°】には「1度目はふらりと遊びに、2度目は誰かに会いに、3度目からは
飯舘村での暮らしや仕事を想像して訪れてほしい」というメッセージが込められています。
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福島県のスローガン

震災から10年を機に、福島県は、
「ふくしまから はじめよう。」からのバトンを渡す、
新スローガンを策定しました。
「はじめる」から「かなえる」へ。
ひとりひとりの力を重ね、それぞれの想いを繋ぎ、
ともに、ひとつずつ、しっかりと、カタチにし続けていこ
うと。

新スローガン「ひとつ、ひとつ、実現する ふくしま」は、
復興に向けて歩んできた「これまで」と、
新しい未来に繋げていく「これから」と、 
県民のみなさんひとりひとりの「今」を重ねたメッセージ
です。
ロゴデザインは、さまざまな人々が集まって作る「実現」
を、
豊かで多様な色と形の集積で形成しています。

令和３年３月12日～ひとつ、ひとつ、実現するふくしま
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第２章 第２期復興計画の性格

第１章 はじめに

第２期福島県復興計画の概要

【計画策定の趣旨と福島復興全ての前提】

◼ これまで福島県では、平成２３年８月に策定した復興ビジョン及び復興計画（1次～３
次）に基づき、復興・再生に取り組んできました。着実に成果が表れてきた一方で、復興
の進展に伴い新たな課題が顕在化するなど、いまだ深刻で複雑な課題が山積しています。
令和３年度以降も福島県の復興・創生を切れ目なく着実に進めていくことを目指し、第２
期復興計画を策定します。

◼ 第２期復興計画の策定に当たっては、国が策定する福島復興再生基本方針及び福島復興再
生特別措置法の規定に基づき県が作成する福島復興再生計画との整合性を図ります。また、
復興の前提である県内原子力発電所の廃炉及び汚染水対策が安全かつ着実に行われるよう、
県としてあらゆる機会を捉えて国に強く求めていきます。

【復興の進捗状況・主な復興の成果と課題】

現行計画（第３次）の重点プロジェクトごとに取組の「成果」と「課題」を整理するとと
もに、令和元年東日本台風等や新型コロナウイルス感染症が及ぼす復興への影響、SDGｓ
やデジタル変革（DX）などの新たな視点を踏まえ、必要となる取組を第２期復興計画へ切
れ目なくつなげます。

【基本理念】 … 復興ビジョンで掲げた基本理念を継承

（１）原子力に依存しない、安全・安心で持続的に発展可能な社会づくり
（２）ふくしまを愛し、心を寄せるすべての人々の力を結集した復興
（３）誇りあるふるさと再生の実現

【基本目標】 … 「避難地域等の復興」に社会を構成する３要素の視点を加えて設定

（１）避難地域等の着実な復興・再生
（２）未来を担う人材の育成・人とのつながりの醸成
（３）安全・安心に暮らせる地域社会づくりの実現
（４）持続可能で魅力的なしごとづくりの推進

【計画の位置づけ・期間等】

⚫ 復興に向けて必要となる県の取組を総合的に示す計画です。新たな総合計画の実行計画
（アクションプラン）として、ふくしま創生総合戦略と両輪で本県の復興・創生を推進し
ます。

⚫ 計画期間は令和３年度から令和12年度までの10年間です。計画策定後も毎年度の点検や
外部有識者の評価を受けながら適切な進行管理を行うとともに、復興の進捗や社会情勢の
変化等を踏まえ柔軟に内容の見直しを行っていきます。

【避難地域等の復興】
【ひと】

【暮らし】
【しごと】
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第３章 復興へ向けた重点プロジェクト

第５章 付属資料

第４章 復興の実現に向けて

２ 人・きずなづくり
プロジェクト

[目指す姿]

子育て環境の整備に取り組
むとともに、復興を担う人材
の育成を図ります。さらに、
県内外に避難している方々や
ふくしまを応援する方々との
きずなを深め、「未来を担う
人材の育成・人とのつながり
の醸成」を目指します。

[取組の方向性]

○ 日本一安心して子どもを生
み、育てやすい環境づくり

○ 復興を担う心豊かなたくま
しい人づくり

○ 産業復興を担う人づくり

○ ふくしまをつなぐ、きずな
づくり

３ 安全・安心な
暮らしプロジェクト

[目指す姿]

生活環境の充実と被災者支
援の推進を図ります。さらに、
環境の回復に向けた取組に加
え、防災力の高いまちづくり
などを通して、「安全・安心
に暮らせる地域社会づくりの
実現」を目指します。

[取組の方向性]

○ 安全・安心に暮らせる生活
環境の整備

○ 帰還に向けた取組・支援、
避難者支援の推進

○ 環境回復に向けた取組

○ 心身の健康を守る取組

○ 復興を加速するまちづくり

○ 防災・災害対策の推進

４ 産業推進・なりわい
再生プロジェクト

[目指す姿]

県内全域で失われた各産業
の復興に向け、販路開拓や人
材確保に向けた支援の充実を
図ります。さらに、新たな産
業の創出などによる国際競争
力の強化に加え、農林水産業
及び観光業の振興を図ること
で、「持続可能で魅力的なし
ごとづくりの推進」を目指し
ます。

[取組の方向性]

○ 中小企業等の振興

○ 新たな産業の創出・国際競
争力の強化

○ 農林水産業の振興

○ 観光業の振興

（１）復興の着実な推進・・・・・・・・新生ふくしま復興推進本部会議の下、全庁で取組を推進
（２）復興財源の確保・・・・・・・・・国に対し財源の確保を強く求めていく
（３）関係市町村との連携強化・・・・・復興のステージの違いを踏まえ連携強化を図る
（４）地域住民等との協働・・・・・・・多様な主体との協働を通し良好な地域社会を形成
（５）民間企業等の協力と連携・・・・・本県に思いを寄せる方々との連携を強化し復興を加速化
（６）復興に係る各種制度の活用・・・・各種制度の活用により復興を着実に推進
（７）震災を踏まえた対応・体制等・・・復興に向け新たな法制度や組織体制を整備

• 第１期復興計画策定の趣旨・策定までの経過
• 福島県における震災以降の主なできごと
• “新生ふくしま”2020年に向けて、SDGｓ（持続可能な開発目標）との関係

第１期復興計画（第３次）に記載されている１０の重点プロジェクトについて、「避難地
域等の復興・再生」、「ひと」、「暮らし」、「しごと」の視点から、４の重点プロジェク
トに必要となる取組を取りこぼすことなく再編しています。各重点プロジェクトに記載され
た取組を重点的かつ着実に進めることで、基本目標の実現を目指します。

１ 避難地域等復興加速化プロジェクト
[目指す姿]  安全・安心に生活できるまちづくりを進め、産業・なりわい

の復興・再生を加速させます。さらに、魅力あふれる地域の創
造を通して「避難地域等の着実な復興・再生」を目指します。

[取組の方向性] ○ 安心して暮らせる
 まちの復興・再生

○ 産業・なりわい 
の復興・再生

○ 魅力あふれる
地域の創造

 　　3



第２期福島県復興計画別冊について

本冊子は、令和３年３月２９日に策定した「第２期福島県復興計画」の重点プ
ロジェクトの「取組内容」に紐づく、「主要事業」の概要を示すものです。頻
発・激甚化する自然災害からの復旧等にも適切に取り組みながら、復興を切れ目
なく着実に進めるための「主要事業」になります。

復興へ向けた重点プロジェクト

福島県復興計画（第３次）
１０の重点プロジェクト

第２期福島県復興計画
４の重点プロジェクト

１ 避難地域等復興加速化プロジェクト

４ 産業推進・なりわい再生プロジェクト

第１期復興計画（第３次）に記載されている１０の重点プロジェクトについて、
「避難地域等の復興・再生」、「ひと」、「暮らし」、「しごと」の視点から、
４の重点プロジェクトに再編しました。

各重点プロジェクトに記載された取組を重点的かつ着実に進めることで、基本
目標の実現を目指します。また、ふくしま創生総合戦略との整合性を図り、重点
プロジェクトの取組を進めることで、本県の「復興・再生」と「地方創生」を両
輪で推進していきます。 
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Ⅱ 重点プロジェクトの取組内容
及び主要事業一覧
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取組の方向性

１ 安心して暮らせるまちの復興･再生

避難指示が解除された地域における生活環境を充実させるとともに、更なる避難指示の解除
に向けて取り組みます。あわせて、地域間を結ぶ主要道路の整備や公共交通ネットワークの構
築を通して広域での連携を推進し、それぞれの地域における復興の拠点を核としたまちづくり
を進めます。
また、医療・福祉サービス提供体制の強化に向け、医師や

看護師、介護人材等の確保とあわせて、長期にわたる県民の
健康の確保体制及び地域包括ケアシステムの整備に取り組み
ます。

さらに、被災した児童・生徒への支援に向け、学校施設等
の復旧・整備を進めるとともに、十分な教員の確保に取り組
みます。あわせて、経済的な支援制度を確立することで、児
童・生徒が安心して学習できる教育環境の整備を行います。

２ 産業・なりわいの復興・再生

被災者が事業を再開することを支援するとともに、被災地の復興を促進するような起業・
創業の支援や、企業誘致に取り組みます。あわせて、安定的な人材の確保や人材育成、入社
後の定着に向けた支援を行うとともに、各企業に対しての経営支援等を通じて、復興に取り
組んでいきます。
また、農林水産業の復興・再生に向け農業・林業・漁業、そ

れぞれにおいて生産基盤の復旧から生産の再開、地域の特色を
生かした経営の展開に係る一連の取組を支援します。あわせ
て、新たな生産方式等の導入や新規の担い手の確保に取り組む
とともに、鳥獣による被害への対策を推進します。

さらに、放射性物質検査体制等の確保と県産品の魅力の発信
により風評の払拭と新たな販路の開拓に取り組みます。

１ 避難地域等復興加速化プロジェクト

３ 魅力あふれる地域の創造

福島イノベーション・コースト構想の実現に向けた取組を進めます。県内他地域とも連携し

ながら、地元の幅広い事業者の参画を促進するとともに、構想を支える人材の育成を行うほか、
廃炉やロボット・ドローンなどの重点分野の産業集積に取り組みます。

また、未来を担う人材の育成に向け、先進的教育・先端技術教育に取り組むとともに、大学

等との地域連携を通して教育研究活動を促進します。

F-REIの設置効果の県内全域への波及に向け、取組を進めてま
いります。

そのほか、地域の交流の促進に向け、Ｊヴィレッジや東日本
大震災・原子力災害伝承館などの施設の利活用を促進するとと
もに、ホープツーリズムの促進、関係人口・交流人口の拡大、
移住・定住の促進に取り組みます。加えて、環境先進地域を目
指し、脱炭素まちづくりを推進します。

さらに、令和５年４月、創造的復興の中核拠点として福島国際研究教育機構（F-REI）が設立
されました。F-REIは、研究開発や人材育成等を通じて福島イノベーション・コースト構想を

更に発展させる拠点となるものであり、県としても、関係機関や地域との連携を深めながら、
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